
 

令和２年度事業報告について 

 

Ⅰ 観光情報の収集と情報発信 

 １ ふくいドットコム運営管理事業（７，６９１千円） 

   福井県観光情報ホームページ「ふくいドットコム」上で観光・イベント情報を提供お

よび観光デジタル画像を公開 

  （１）コンテンツの更新 

    ①「福井のおすすめモデルコース」「福井を案内するコンシェルジュ」の掲載 

    ②「春の特集」、「夏の特集」、「秋の特集」、「冬の特集」の掲載 

    ③イベント情報、トピックスの更新   

    ④「戦国の福井を巡る 明智光秀」リニューアル 

  ⑤新型コロナウイルス対策ページの掲載 

  ・ふくい deお泊りキャンペーン、ふくい deお得キャンペーン 

  ・おもてなし向上オンライン研修 

・新型コロナウイルス関連情報まとめサイト 

 

 

 

 

 

 

 

                             

  （２）新機能の搭載 

  ・ＳＮＳ上からふくいドットコムへのリンクを張る際に画像と説明が表示される、 

「ＯＧＰ(Open Graph Protocol)」を搭載 

 

  （３）観光写真素材の収集・提供 

    ・実績：年間利用件数 ３３，９７６件 

  ・「福井県 写真買取キャンペーン」の実施 

投稿期間 投稿者数 投稿総数 買取数 

１２/２４～３/１０ ２８１名 ３，１４２枚 ４００枚 

 

    ・ふくいドットコム年度別アクセス数の推移       （単位：件） 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

総アクセス数 5,692,463 4,223,535 4,247,835 

   

２ 首都圏主要駅ＰＲ事業（２，４７２千円） 

   北陸新幹線福井・敦賀開業に向けて福井県の観光スポットを首都圏にＰＲするため、

観光情報発信拠点となる首都圏のＪＲ主要駅に観光ポスターを掲出   

 

福井を案内するコンシェルジュ 春の特集 戦国の福井を巡る 明智光秀 



  

首都圏観光ポスター掲出例（上野駅・恵比寿駅） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 ３ ○新若者向け情報誌を活用した福井ファン拡大事業（７，７００千円） 

㈱昭文社の若者女性向け観光ガイドブック「ことりっぷ」の福井版を作成 

・発売日：令和３年２月２６日（金） 

・発売箇所：全国の主要書店約１，５００店舗にて販売（初版発行部数１５，０００部）  

・ページ数・価格：１１２頁・９３５円（本体８５０円＋税１０％） 

・誌面構成 

    ①ちょっと気になる福井・越前 

     嶺北エリアのカフェや越前海岸、丹南の伝統工芸、古き良き町並みなどを紹介 

    ②行っておきたい福井・越前 

     永平寺や恐竜博物館、三国湊きたまえ通り、嶺北のお宿などを紹介 

    ③海のまち 敦賀・若狭 

     レインボーラインや敦賀・小浜のまちあるき、海鮮を味わえるお店などを紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間 掲出ポスター 実施場所 

１１月５日 

～１１日 

FUKUI HAPPINESS 

越前がにバージョン 

首都圏１１７駅１７０か所 

２月１８日 

～２４日 

FUKUI HAPPINESS 

越前和紙バージョン 

首都圏１１７駅１７０か所 

２月２５日 

～３月３日 

福井県×２.４３ 

清陰高校男子バレー部 

首都圏１１７駅１７０か所 

３月２５日 

～３１日 

FUKUI HAPPINESS 

神子の山桜バージョン 

首都圏１１７駅１７０か所 



  

４ 旬の魅力ＰＲ・発信事業（１,８２３千円） 

  （１）旬の魅力のＰＲ・発信 

     旬の観光情報を提供するため、「ふくいドットコム」に特集記事を掲載 

     第１弾：自然と遊ぼう（１０月） 

     第２弾：渋沢栄一と新時代を拓いた幕末福井（３月） 

     

（２）旅行会社等への観光情報発信 

     旅行会社本支店、旅行雑誌社等に対する観光情報の提供 

     ・秋の観光情報の提供   ６月  

     ・冬の観光情報の提供   ９月 

     ・春の観光情報の提供  １２月  

     ・夏の観光情報の提供   ３月   

  

５ 広域観光助成事業（１，１５０千円） 

   広域観光団体による高速道路ＳＡでの観光パンフレット設置への助成 

設置場所 期 間 実施主体 

長良川ＳＡ下り 

（東海北陸自動車道） 
通 年 

大野・勝山地区広域行政事務組合 

(公社)福井県観光連盟 

大津ＳＡ上り 

（名神高速道路） 
通 年 

丹南広域観光協議会 

(公社)福井県観光連盟 

西紀ＳＡ下り 

（舞鶴若狭自動車道） 
通 年 

(一社)若狭湾観光連盟 

(公社)福井県観光連盟 

 

６ ○新観光事業者インバウンド対応緊急強化事業（１８，６１９千円） 

   「ふくいドットコム」に、無料で利用可能な教育コンテンツを 

掲載し、観光業者等に対して「個室での eラーニング」方式によ 

る人材育成事業を実施 

   ・配 信 内 容：福井県の観光概要、ＳＮＳの活用方法、 

英語・中国語講座など 

・配信講座数：１３講座 

   ・受 講 者 数：７，３７７人 

  

７ ○新インスタグラムフォトコンテスト 

   福井県観光連盟の公式インスタアカウントを開設し、「私の好きな福井県」をテーマと 

したフォトコンテストを実施 

   ①インスタフォトコン「＃私の好きな福井県キャンペーン」実績 

第一弾 ・募集期間：令和２年７月１日（水） 

～令和２年９月３０日（水） 

・投稿件数：６，６２１件 

第二弾 ・募集期間：令和２年１１月１日（日） 

～令和３年１月３１日（日） 

・投稿件数：７，６１６件 



  

   ②投稿いただいた画像を活用した動画の制作 

    ・残暑見舞い           ・謹賀新年 2021 

 

 

 

 

 

 

 

８ 福井県ゆかりの戦国キャラクター商用化 

   デザイン専門学校との連携プロジェクトによって 

制作した戦国キャラクターの商用利用を可能とし、 

広く民間の活用を促進 

・民間事業者からの利用件数：１３件 

 

９ 明智光秀ポスターの配布 

   ２０２０大河ドラマに合わせて、観光誘客課、文化課と協力し 

作成した明智光秀のポスターを県内各施設（ＪＲ駅、土産・宿泊施 

設等）に配布 

 

 

Ⅱ 国内・海外の誘客推進 

Ⅱ－１ 国内からの誘客 

 １ ふくい観光誘客強化事業（４，３３７千円） 

（１）福井を特集する旅行企画や記事の掲載に対し助成 

  ・対  象：県内に１泊以上する旅行商品の企画販売または１泊以上のモデル 

コースを含む特集記事の掲載 

     ・実  績：７社９件 

（３３３．３万部のパンフレット・チラシ、ダイレクトメールに掲載、 

７９．５万部の新聞広告に掲載） 

 

（２）福井県観光素材集の作成 

エリア別・テーマ別に県内各市町の観光素材を収録した観光素材集を８００部作

成し、旅行会社等に配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２ バスツアー造成促進事業（１，２６５千円） 

  県外から本県へのバスツアーを企画する旅行会社に対し、助成を実施 

※これまで助成対象を中京圏および関西圏以外としていたが、新型コロナウイルス感

染症の影響により旅行会社のバスツアー造成等が困難となったことから、対象を全

国に拡大するとともに新たに日帰りプランも助成対象とするなど、柔軟に対応 

  ［送客実績］２，０３５人 

旅行会社 延べ２７社（宿泊プラン１４社、日帰りプラン１３社） 

バ  ス ８６台（宿泊プラン２７台、日帰りプラン５９台） 

 

 ３ 県外観光商談会開催事業（１，５２７千円） 

   中京圏および首都圏を含む東日本エリアの旅行会社を対象に、新たな観光情報の提供 

と観光事業者から観光プランの提案を行うため、オンラインによる観光商談会を開催 

   ※新型コロナウイルス感染症の影響により、大阪での商談会は中止 

 

対象エリア 開催日 
参 加 人 数 

旅行会社側 県内事業者側 

中京圏 
１０月７日(水) 

１０月８日(木) 
１４社 ３１名 ２６団体 ４４名 

東日本 ２月１０日(水) １７社 ３２名 ３１団体 ４５名 

合計 ３１社 ６３名 ５７団体 ８９名 

 

 

 

 

 

 

中京圏商談会           東日本商談会 

 

４ 現地メディア等への営業活動事業（３，００７千円） 

  （１）現地メディアへの営業活動等 

    下記２駅での観光ＰＲイベントを実施（新幹線開業課主催、ＪＲ東日本協力） 

    ①上野駅（東京都）１１月６日（金）～７日（土） 

    ②大宮駅（埼玉県）３月２２日（月）～２３日（火） 

       ※新型コロナウイルス感染症の影響により、出向宣伝やイベント等のほとんどが中止  

 

 

 

 

 

 

上野駅観光ＰＲ（デジタルサイネージ） 



  

  （２）県外イベントでのブース出展 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、予定していた「ふるさと全国県人会ま

つり（愛知県）」、「天皇杯全国都道府県対抗男子駅伝（広島県）」は中止 

  「ふるさと全国県人会まつり（愛知県）」については、開催の代わりに、読売新聞

にて全国のご当地グルメやおすすめスポットを紹介する特集記事を掲載。越前そば

や一乗谷朝倉氏遺跡等を紹介することで福井のＰＲを実施 

 

（３）観光宣伝隊の管理・運営 

①観光宣伝隊向けの研修会の実施          

  ・基礎研修 

   日 時：令和２年７月２７日（月）・３０日（木） 

   参加者：新しく加入した観光宣伝隊 ４名  

   内 容：ア 福井県の観光基礎知識 

           講師：（公社）福井県観光連盟 観光企画・宣伝事業部 

              副部長 仲谷 友康 

       イ 新型コロナウイルス感染症対策事業について 

           講師：（公社）福井県観光連盟  

               事務局副局長 中嶋 絹代 

       ウ 言葉で伝える技術・話し方研修 

           講師：福井放送株式会社 アナウンサー  

岩本 和弘  氏(２７日)、稲木 聡 氏（３０日） 

 

②観光ＰＲ用のマスクケース・マスクの企画・作成         

   出向宣伝やイベント等で、福井県をＰＲできるノベルティを観光宣伝隊に考え

てもらい、コロナ禍の中で需要の高いマスクケースを作成 

   また、観光宣伝隊が着用するマスクについても、観光宣伝隊がデザインを決め

ながら作成し、連盟のＳＮＳを通してマスク完成のＰＲを実施 

 

５ 福井を学ぶ体験旅行推進事業（４，７３８千円） 

    体験型観光の中でも誘客効果やリピート率の高い教育旅行を誘致するため、県外の

高校などの宿泊学習および修学旅行、大学のサークル等の合宿等を扱う旅行会社に対

し、営業および視察助成を実施 

（１）ＪＲ西日本、北陸三県、北陸経済連合会と連携し、「北陸三県修学旅行説明会」 

※首都圏での緊急事態宣言が発令されたため中止（２月）、個別のオンライン商談

に切り替え 

   

（２）北陸三県修学旅行誘致推進プロジェクトにおいてプロモーション動画の制作 

     ＹｏｕＴｕｂｅで公開するとともに、希望があればＤＶＤを貸出 

 

（３）旅行会社の訪問：旅行会社 延べ２８社  

 

（４）修学旅行における体験学習料の助成：７校５２７名 

 

 



  

   

（５）教育旅行ガイドブックの送付 

体験学習や修学旅行の情報発信を目的としたガイドブック「学び旅」を 

旅行会社や関西圏・県内・北陸の小中高校等に配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （６）教育旅行の誘致を強化するため、教育旅行連絡会を設立 

     会員数：５８ （令和３年３月３１日時点） 

 

（７）教育旅行ＳＤＧｓ研修会の実施 

   カードゲームによりＳＤＧｓについての理解を深め、ＳＤＧｓを踏まえた教育旅

行素材の提案ができるための基盤作りを行う目的で実施 

   講師：（一社）イマココラボ 平井 雅 氏 

     【嶺北会場】３月 ９日（火）アオッサ  ３１名 

     【嶺南会場】３月１０日（水）パレア若狭 １８名 

 

 

 

 

 

 

 

６ ○新北陸新幹線開業５周年キャンペーン観光素材造成事業（１，８３４千円） 

   北陸新幹線開業５周年に合わせ、ＪＲ西日本と連携し、あわら温泉宿泊とあわら・三

国エリア内での夕食がセットになった旅行商品造成（泊食分離）を支援 

   ・プラン名：「温泉に泊まって“おそとごはん”」 

・実施主体：（一社）あわら市観光協会 

・プラン内容：あわら市観光協会ホームページ内特設ページにて、旅館４軒・飲食店 

６軒、料理コース、タクシー送迎の有無を選択し、予約 

・販売期間：令和２年１１月１日（日）～令和３年３月３１日（水） 

・販売実績：２８組（７４人） 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ○新宿泊事業者における「新しい生活様式」準備推進事業（８，６９７千円） 

・県内の宿泊施設３１９施設を訪問し、「福井県宿泊施設における新型コロナウイルス

対応指針」の内容に基づいた感染症対策がとられているかを確認 

・「安心の宿」として登録された３０７施設が作成した宿泊プランをとりまとめ、ふく

いドットコムに開設した「おでかけサイト」に掲載 

 

８ ○新新型コロナウイルス感染症収束に向けた県内観光推進事業（１,１７８,４６０千円） 

（１）県民向け県内観光促進事業（“助け合おう！ふくい”ふくい deお泊りキャンペーン）

（６５４，９９８千円） 

・概要：県内の宿泊施設が作成した県民向け宿泊プランに対する宿泊料金を助成  

   【助成額】第１弾：宿泊プラン料に応じ３，０００円～１５，０００円割引 

嶺南から嶺北へ、嶺北から嶺南へ宿泊の場合は、交流枠と

して更に２，０００円追加割引 

第２弾：宿泊プラン料に応じ３，０００円～１０，０００円割引 

嶺南から嶺北へ、嶺北から嶺南へ宿泊の場合は、交流枠と

して更に２，０００円追加割引 

・期間：第１弾：令和２年７月１日～令和２年８月７日宿泊分 

     第２弾：令和２年７月１１日～令和２年８月７日宿泊分 

・実績：参加登録数 旅行会社９２店舗、宿泊施設３０７施設 

     割 引 件 数 １７，６０７件 

 

（２）県内外からの誘客促進事業（ふくい deお得キャンペーン（宿泊割引）） 

（３８９，９０３千円） 

 ・概要：①国のＧｏＴｏキャンペーンのクーポン相当額を旅行代金から割引く 

②ＧｏＴｏトラベル一時停止期間中は旅行代金の５０％相当を割引く 

    【助成額】①クーポン同額 

（旅行代金の１５％相当、１人１泊あたり上限６，０００円） 

嶺南から嶺北へ、嶺北から嶺南へ宿泊、あるいは奥越地域に宿

泊する場合は１人１泊あたり１，０００円追加割引 



  

 

             ②旅行代金の５０％（１人１泊あたり上限１０，０００円） 

嶺南から嶺北へ、嶺北から嶺南へ宿泊、あるいは奥越地域に宿

泊する場合は１人１泊あたり１，０００円追加割引 

 ・期間：令和２年１１月１日～令和３年３月３０日宿泊分 

     （令和３年２月１７日以降は②） 

 ・実績：参加登録数 旅行会社９７店舗、宿泊施設３１６施設 

        割 引 件 数 ２３，４９８件 

 

（３）地域共通クーポン券を活用した土産品割引販売事業（６６，２０２千円） 

   ①ＧｏＴｏトラベルキャンペーンによる地域共通クーポン３，０００円で５，０００円

相当のふくいのお土産ふく袋を提供 

   ・期間：令和２年１０月１日～令和２年１２月２７日宿泊分 

   ・件数：２２，００２件 

②ふくい deお得キャンペーンに登録した県内宿泊施設に宿泊する県民（２名以上の

グループで旅行代金１万円以上のグループ）を対象に、１グループ５，０００円

相当のふく袋をプレゼント 

   ・期間：令和２年１２月２８日～令和３年２月１６日宿泊分 

   ・件数：１，９２０件 

③ふくい deお得キャンペーンに登録した県内宿泊施設に宿泊する県民（２名以上の

グループで旅行代金１万円以上のグループ）を対象に、越前がに１杯または５，０００円

相当のふく袋を抽選により５組に１組プレゼント 

   ・期間：令和３年２月１７日～令和３年３月３０日宿泊分 

   ・件数：越前がに７０杯、ふく袋７１２セット 

 

（４）県内貸切バス助成事業（６４，９１３千円） 

 ・概要：県民が貸切バスを利用して県内旅行を行う場合のバス料金を助成 

【助成額】貸切バス運賃・料金の１／２ 

（上限：１台１運行あたり７５，０００円） 

 ・期間：令和２年７月１日～令和３年３月２１日まで 

 ・実績：申請１，３２１件、バス１，６２５台、３９，０６２人 

 

（５）ＧｏＴｏトラベル参加事業者等支援事業（２，４４４千円） 

 ・概要：市町観光協会等が、地元観光事業者のＧｏＴｏトラベル参加に対する総合

的支援（個別宿泊施設の予約・販売データ管理、キャンペーン参加に係る

相談受付等）を行う際に配置する専属員の人件費を助成 

     【助成額】代行する宿泊施設数に応じ、最大８００千円まで 

 ・期間：令和２年１０月５日～令和３年３月３１日 

 ・実績：利用４件(協会)、配置人員６名、管理施設８９件、相談対応等４１２件 

 

 

 

 

 



  

Ⅱ－２ 海外からの誘客 

１ 国際観光推進事業（３，０５８千円） 

（１）動画「イザナウ～敦賀・若狭編～」の製作 

敦賀を中心に若狭エリアの魅力を伝える動画を日本語版と繁体字版で製作。日本語 

版はＹｏｕＴｕｂｅにアップし、繁体字版は台湾でのオンラインＢｔｏＣセミナー等

で放映 

 

（２）「オンライン関西大商談会」への参加 

台湾の旅行会社５社と商談し、福井県の観光をアピール 

No. 日時 商談相手 

１ １月２９日（金） 新華旅行社 

２ ２月４日（木） 
吉光旅遊・東煒旅行社、美商超值旅遊、信安旅行社、 

ＬＩＮＥ旅遊 

 

（３）「地域の観光人材のインバウンド対応能力強化研修」の開催 

観光庁の事業により嶺北会場と嶺南会場で開催 

No. 日時 開催地 会場 参加者 

１ ２月１６日（火） 嶺北 福井県職員会館 地下会議室 １３名 

２ ２月１７日（水） 嶺南 内外海公民館 交流ホール ３１名 

 

（４）福井を訪問する旅行商品を造成し催行した旅行会社にバス代を助成 

国内外の旅行会社と連携し、本県への旅行商品の造成を促進し、その実績に応じて 

バス代を助成  ※新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度実績なし 

 

２ 台湾における観光営業力強化事業（６，４００千円） 

本県最大のインバウンドマーケットである台湾からのさらなる誘客拡大にむけて継続 

的に売り込む必要があるため、現地営業窓口を置き、本県誘客の営業を強化 

（１）連盟事業等へのサポート 

 ①名生旅行社とのオンライン交流会 

コロナ収束後を見据えて本県の魅力的なツアー造成につなげるため、現地旅行会 

社に県内の新しい観光施設等を紹介（８月） 

②ＩＴＦ２０２０ 

吉帝旅行社と共同でブースを出展し、一般来場者に対する本県の観光ＰＲを実施。

来場者４４５名に対して、福井県の観光に関するアンケートを実施（１０月、１１月）  

③福井県オンライン台湾商談会 

福井県会場と台湾会場をオンラインで結び、福井県の観光事業者と台湾の旅行会 

社との商談会を開催（２月） 

開催日 開催地 開催会場 参加者 

２月２４日（水） 
福井県 国際交流会館３階特別会議室 県内事業者 ２２団体 

台北市 台北国賓飯店２階国際廳 台湾旅行会社 ４３社 

 

 

 

 

 
福井県オンライン台湾商談会 



  

（２）セールス活動・現地市場における情報収集活動 

①セールス活動 

１２０社以上の現地会社などに対してメールや電話も含めたセールス活動を実施 

②メディアなどへの情報提供、働きかけ 

メディアなどへ情報提供するとともに、記事掲載・取材などへ向けて働きかけ、 

１３７件が掲載 

 

（３）情報発信 

①福井県公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ 

福井県公式Ｆａｃｅｂｏｏｋにより定期的に情報を発信 

・情報発信週１回 計５４回 

・イベント 計６回 

・ニュースフィード広告 計４６回 

②オンラインＢｔｏＣセミナー 

台湾の個人旅行者に対して福井県の観光をアピール。日本からのオンライン参加 

者５１名、台湾会場参加者１１０名（１１月） 

③観光動画広告拡散事業 

動画「イザナウ～敦賀・若狭編～」の繁体字版をインターネット上で拡散。台湾で 

は約１か月間で２０万回を超えて再生 

 

 

 

 

 

 

 

（４）その他 

・報告業務 

業務活動報告書を毎月１回確認して情報を共有 

 

 

Ⅲ 地域活性化の推進と人材育成支援 

 １ 観光客誘致体制強化事業（１６，１５３千円） 

   民間の観光専門家を配置し、県・市町や県内観光事業者等との連携による誘客を促進 

（１）観光プロデューサーの配置 

【活動内容】 

・福井の着地型旅行商品の造成および販売 

・大手旅行会社 商品造成アドバイス、仕入部署への情報素材提供 

  ・教育旅行企画書作成 

    ・福井県教育旅行誘致・関東エリア営業実施（１０月） 

  ・県内観光人材育成のための講演・講師等（福井県おもてなし認定講習 他） 

・県・市町観光ネットワーク会議（３月） 

・県や市町、観光協会等に対する助言および関連委員の受託 

  

 

オンラインＢｔｏＣセミナー 動画「イザナウ～敦賀・若狭編～」 



  

（２）誘客アドバイザーの配置 

   【活動内容】 

・首都圏からの誘客促進に向けた広報・宣伝（ＪＲ東日本「かにを食べに北陸へ。

キャンペーン」等） 

    ・ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部」会員誌、新幹線車内誌「トランヴェール」、 

ＪＲ東日本駅ポスターでの集中宣伝 

・北陸３県およびＪＲ西日本・ＪＲ東日本との連携 

     （「日本の美は北陸にあり。キャンペーン」、「Japanese Beauty Hokuriku キャン

ペーン」等） 

・ＪＲ各社との連携による観光情報発信 

     ＪＲ上野駅（１１月）、ＪＲ大宮駅等での観光ＰＲ 

    ・トピックスに合わせた旅行会社の商品化企画提言 

    ・国内、海外の旅行会社担当者およびマスコミ担当者への営業活動 

    ・新型コロナウイルス感染拡大防止期間における緊急支援事業として、県内観光事

業者向けのオンライン研修の企画・実施やオンライン観光商談会の実施 

・県や市町、観光協会等に対する助言および関連委員の受託 

 

２ ＪＲ金沢駅内福井県観光案内設置運営事業（１２，４７７千円） 

ＪＲ金沢駅の「石川県金沢観光情報センター」内に福井県観光コンシェルジュの配置

等を行い、北陸新幹線終着駅である金沢を訪れる観光客に対し、本県観光地のＰＲと本

県への誘客を促進 

（１）福井県観光コンシェルジュの配置 ３名 

    福井県の観光情報（観光地、イベント、交通アクセス、宿泊施設等）の提供 

  

（２）福井県の観光ポスター・パンフレットの設置 

 

（３）福井県の旅行商品（観光タクシープラン、恐竜博物館チケット）の取扱い 

 

 

 

 

 

 

 

３ ○新観光客満足度調査実施事業 (４７９千円) 

    ＤＭＯの必須ＫＰＩとして観光客の満足度やリピーター率等の調査を実施 

 

４ ○新観光地域づくり推進事業（１，３８８千円） 

    インバウンドアドバイザー（１名）の設置と外部専門家の派遣により、観光地域づ

くりを推進 

 

 



  

５ 広域観光連携事業（１，５００千円） 

  （１）北陸三県観光連盟共同事業 

    ①首都圏・関西圏からの誘客促進活動 

      首都圏および関西圏の旅行会社を対象に観光商談会を開催し、北陸地区の最新

観光情報提供するとともに、観光プランの提案を行い、北陸への送客を要請 

      ※新型コロナウイルス感染症の影響により、大阪と東京での商談会は中止 

     【北陸地区オンライン観光商談会】 

      ・実施日：令和２年１２月８日（火）、９日（水） 

      ・場 所：福井県国際交流会館 

      ・参加者：首都圏および関西圏の旅行会社２２社（５９名） 

           北陸地域の観光関連事業者 ４４団体（６３名） 

            うち、県内事業者 ２２団体（３２名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②旅行雑誌等で特集記事を掲載 

・「旅行読売」１０月号（１９万部）「心に残る、とっておきの旅 北陸天高し」 

・「旅の手帖」１２月号（１５万部）「日本海の美食を堪能！北陸の旬を味わう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ③北陸三県イラストマップ（英語版）を作成 

     ・訪日外国人観光客向けの英語版観光イラストマップを作製 

・発行部数：５，０００部 

 

 

 

 

 

 

 

「旅行読売」 「旅の手帖」 



  

（２）北陸三県誘客促進連携協議会（事務局 ＪＲ西日本金沢支社） 

     「日本の美は、北陸にあり。」キャンペーンや「Japanese Beauty Hokuriku」キャ

ンペーン（ＪＲ東日本、ＪＲ西日本、ＪＲ東海）に合わせた取組み 

① 北陸の食の魅力のＰＲ 

ｲﾍﾞﾝﾄ 冬の北陸美食フェア（首都圏） 

会 場 ホテルメトロポリタンエドモント 

実施日 １１月２５日（水） 

内 容 

北陸三県誘客促進連携協議会と仕入センター北陸協議会（旅

行会社）が共催で、首都圏の旅行会社の販売担当者などを招

き、かにを中心とした北陸の美食をＰＲ 

 

  

② 「２０２１年度観光素材説明会」への参加 

会 場 ホテルグランヴィア大阪 

実施日 １１月２４日（火） 

参加者 ＪＲ西日本・四国、旅行会社、各県観光担当者 

     ※東京、名古屋、福岡会場は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

 

③ 「北陸物語」の発行への編集協力 

     ・発 行：年４回（夏・秋・冬・春） 

     ・配布先：首都圏・関西圏・北陸エリアの主要駅などに配置     

   

④ＪＲ西日本「駅から観タクン福井」の実施協力 

      （一社）福井県タクシー協会や（公財）福井市観光協会、（一社）あわら市観光

協会などと連携し「駅から観タクン福井」の実施に協力 

     ・実施場所：ＪＲ福井駅、芦原温泉駅、敦賀駅 

     ・コ ー ス：永平寺、一乗谷朝倉氏遺跡などの観光地を巡る４コース 

           東尋坊、三国、永平寺などの観光地を巡る３コース 

           氣比神宮と日本海さかな街、三方五湖レインボーラインを巡る 

２コース 

・実施期間：令和２年４月１日（水）～令和３年３月３１日（水） 

     ・料  金：小型タクシー １台当たり、２時間コース ７，０２０円 

                        ３時間コース１０，５４０円 

⑤その他の取り組み 

     ・旅行会社と連携した素材開発への協力 

     ・市町等の観光素材強化の取り組みへの協力 

 ・キャンペーン用ポスターやパンフレット作成による宣伝展開への協力 

 



  

６ 着地型旅行商品企画販売事業<ツアーふくい>（７，２１３千円） 

    各市町や観光事業者等と連携し、県内の埋もれた観光資源などを発掘し、魅力ある 

着地型旅行商品を造成・販売 
 

・催行実績 

       ツアー名 催行回数(回) 参加人数(人) 

１ れいなんアート号（若狭歴史博物館と年縞博物館を巡る） ５ ６６ 

２ れいなんアート号（若狭歴史博物館と若狭ならではの体験） ３ ２１ 

３ ~明智光秀ゆかりの地をめぐる~「飛躍の地」をたどる旅 ３ ６４ 

４ ~明智光秀ゆかりの地をめぐる~「雌伏の地」をたどる旅 ３ ６０ 

５ ~明智光秀ゆかりの地をめぐる~信長のルーツをさぐる旅 ２ ４２ 

６ みほとけの里・若狭の秘仏 国宝・重要文化財めぐり １ ２２ 

７ 龍馬とゆく 幕末福井の歴史探訪 １ ９ 

８ 
日本遺産石にまつわる歴史を訪ねて 
ブラタモリのコースがよみがえる 

１ １２ 

９ 
高級食材・若狭ぐじを食す若狭路の１泊２日 
若狭の歴史ある見どころ・体験を新旧ドーンとご案内 

１ ７ 

10 人気の「せいこ丼」に、可憐な越前水仙＆越前焼を楽しむ １ １３ 

11 まち食・お泊りプラン（柳月亭、サミュゼ） ２ ４ 

12 
まち食・お泊りプラン（ル・サンオンズ、ブルーライト 
ヨコヤマ） 

ＧｏＴｏトラベル停止により
中止（申込４名） 

13 福井の美食・若狭牛＆パワースポットで素敵な初詣 ＧｏＴｏトラベル停止により
中止（申込２１名） 

14 越前・若狭周遊観光タクシー・プラン ８４ ２０７ 

         合 計 １０７ ５２７ 
 

                             

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 優良観光土産品推奨事業（２９２千円） 

（１）推奨品１４５品をふくいドットコムホームページ内にて紹介 

（２）推奨マークシールの交付 

（３）推奨品のＰＲチラシを作成、配布 

（４）県内外での展示即売会の実施 

①令和２年１２月２８日（月）～令和３年１月１１日（月・祝） 

     西武福井店 新館地階 

②令和３年２月１日（月）～令和３年２月２８日（日） 

     ふくい南青山２９１ 東京 



  

 

 

 

 

 

 

（５）西武福井店でのお中元・お歳暮セットとして販売、通信販売サイトへの協力 

  （６）インスタグラムフォトコンテスト応募者への抽選プレゼントとしてＰＲ 

 

８ 地域活性化に取り組む団体の支援事業（１，１５０千円） 

  （１）ボランティアガイド支援事業 

     福井県観光ボランティアガイド連絡協議会の事業活動に対する支援 

     ・構成団体：県内観光ボランティア団体 １５団体 

    ①福井の広域語り部発表・交流会の開催 

     ・開催日：令和３年３月１１日（木） 

     ・場 所：大野市「結とぴあ」ほか、大野市内 

     ・内 容：観光ボランティアガイドによる観光地の紹介と広域的なガイド活動の 

現地研修会 

     ・参加者：５０名 

    ②先進的な取組みの視察 

     ・開催日：令和２年１０月２０日（水） 

     ・訪問先：越前市 

     ・内 容：北陸新幹線南越駅（仮称）見学、武生駅周辺現地研修と意見交換会 

     ・参加者：６９名（１３団体） 

 

 

 

 

 

 

 

    ③地域住民対象研修会の開催 

     ※新型コロナウイルス感染症の影響により、本年度は開催なし 

    ④小中学校「語り部」訪問活動 

      福井市順化小学校など１２校訪問（７団体） 

    ⑤ギブアウエイの作成 

      福井県観光ボランティアガイド協議会のまち歩きを紹介するウエットティッシュ

を作成し、各団体およびまち歩き参加者に配布 

     ・作成部数：６，０００個 

     ・配布場所：各団体３５０部ずつ／事務局７５０個 

 

 

 

 



  

（２）地域イベント等に対する支援事業 

    ①後援・協賛事業 

     福井県観光連盟後援協賛要綱に基づき実施 

      後援・協賛金 ９件    賞状 １件 

      名義使用   ４件 

    ②「あわら・三国広域観光推進協議会」との連携       

     「東尋坊夕陽ハートカクテル（東尋坊 SUNSET2020）」イベント 

の開催 

      ・期 間：９月１９日（土）～９月２２日（火） 

      ・時 間：１６：００～１９：００ 

 

  （３）ふくいやまぎわ天下一街道事業支援 

     ふくいやまぎわ天下一街道広域連携協議会の事業活動に対する支援 

    ①イオンレイクタウンｍｏｒｉでの出向宣伝 

     ・開催日：令和２年１１月１２日（木）～１５日（日） 

     ・場 所：イオンレイクタウンｍｏｒｉ（埼玉県越谷市） 

・名 称：北陸フェア 

・内 容：ふくいやまぎわ天下一街道の関東圏の方へのＰＲブース出展 

（福井県観光ＰＲコーナー、県産品等物販、甲冑展示、ペーパークラフ

ト体験、メガネアクセサリー作り体験、伝統工芸品展示など） 

          化石発掘体験（１４日～１５日に各日４回実施、１６名／回） 

・来場者数:北陸フェア全体 

          １２日（木） ３５，０３６名 

          １３日（金） ４３，５２１名 

          １４日（土） ７６，７９０名（化石発掘体験：６４名） 

          １５日（日） ８７，５９７名（化石発掘体験：６４名） 

      

 

 

 

 

 

   

 

９ ○新北陸新幹線開業に向けたふくいみやげ Re:デザイン事業（５，９９０千円） 

  北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、県民にも人気の土産を統一コンセプトおよびデザ

インでブランド化を実施 

・ブランド名：「キリトリップ」（県観光連盟が商標権を取得） 

・概要：既存の県内土産品を小分けに包装し、ＳＮＳ映えする統一パッケージでブランド化  

県内を５エリアに分け、各エリアを代表するお土産品を選定 

新たに福井のファンとなる２０〜３０代女性層が主なターゲット 

福井を旅したくなるような観光地の情報や県内風景写真をパッケージにデザイン 



  

・事業内容 

   ①県内各地で活躍する女性インフルエンサー等による審査会を実施 

②審査会にて菓子類２０種類を選定し、商品化 

③キリトリップ公式ＳＮＳを開設し、ＰＲ（Instagram、Facebook） 

④県内２イベント（RENEW2020、ふくい農林水産まるごと 

フェスタ）に出展し、一部商品の販売およびＰＲを実施 

   ⑤県内３店舗にてトライアル販売を実施 

【トライアル販売概要】 

    ・実施期間 

令和２年１２月１５日（火）～令和３年１月１４日（木） 

・販売店舗 

      かゞみや ハピリン店 

     福福館 ハピリン店 

     オレボステーション 北鯖江ＰＡ上り店 

    ・販売実績 

     販売数：１，１３３個（１，５００個のうち約７５％を売り上げ） 

     アンケート回収数：１２９サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 市町の観光商品造成支援事業（４９１千円） 

北陸新幹線福井・敦賀開業に向けて受入環境のレベルアップを図るため、旅行会社を

招聘した県内観光素材の視察および各市町および観光協会等と旅行会社との観光商品造

成に関する情報交換会および商談会（県・市町観光ネットワーク会議）を実施 

（１）旅行会社を招聘した県内観光素材の視察 

・実施日：令和３年３月１７日（水）～１８日（木）午前中 

・参加旅行会社：６社（日本旅行、近畿日本ツーリスト、東武トップツアーズ、名鉄観

光サービス、ＪＴＢ、びゅうトラベルサービス） 

・視察箇所：レインボーライン山頂公園、若狭歴史博物館、神宮寺、羽賀寺、ブルーパ

ーク阿納、若狭フィッシャーマンズワーフ、蘇洞門めぐり、松原神社、敦

賀ムゼウム、氣比神宮 

 

 

 

 

 

 



  

（２）県・市町観光ネットワーク会議 

・実施日：令和３年３月１８日（木） 

・会場：敦賀市福祉総合センターあいあいプラザ ２階ふれあいホール 

・参加者：市町・観光協会等３３名、県・県観連１０名、旅行会社７名 

・会議内容：参加団体の次年度事業予定や補助金情報、イベント情報等を情報交換 

         講演会 日野淳一氏（仕入センター北陸協議会会長） 

「新潟・山形・群馬ＤＣの事例と福井への期待、ロードマップ～」 

        旅行会社と、市町、市町観光協会等との商談会（１５分×７ターム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ コンベンション振興事業 

 １ ○新コンベンション開催助成金事業（０千円） 

   コンベンション開催に伴う地域経済の活性化を図るため、県内でコンベンションを開 

催する主催者に対して開催助成金を交付 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、コンベンション開催が中止、延期となっ

たため、今年度実績なし 

 

 ２ ○新コンベンション誘致・活用推進事業（１２，７６１千円） 

  （１）コンベンション誘致職員の配置 

      誘致活動を行う民間の専門家２名を配置し、誘致活動の体制を強化 

 

（２）誘致のための営業活動  

①誘致活動 

・訪問による開催支援制度の紹介 

件数：延べ１４９件（うち県外５２件、県内９７件） 

訪問先：県外および県内の学会・大会本部、大学、各種団体、旅行会社、 

ＰＣＯ（学会運営業者）等 

  ・メールによる開催支援制度の紹介 

      件数：延べ１，９０６件 

②業界誌等に開催支援制度の広告を掲載 

・福井新聞、日刊県民福井（９月） 

・日本工業会年報（１１月） 

・「月刊ＭＩＣＥＪａｐａｎ」２月号 

・ＭＩＣＥプランナーズガイド（３月）   



  

③開催予定調査の実施 

・令和３年度以降のコンベンション開催予定を調査し、コンベンションスケジュ

ールを作成し、ＨＰに掲載 

 

（３）コンベンション広報・宣伝事業 

本県での開催を促すために、開催助成金をはじめとするサポ―トメニュー等を掲

載したパンフレットを作成し、コンベンション主催者に配布 

①支援案内パンフレット 

・タイトル：福井県でのコンベンション開催支援のご案内 

・内容：開催助成金等の支援メニューの紹介 

  ・部数：５，０００部 
 

②施設情報パンフレット 

・タイトル：福井ＭＩＣＥ施設ガイド  

     ・内容：県内会場施設、宿泊施設の情報を掲載 

・部数：５００部 
 

③ＭＩＣＥ パンフレット（英語版、繁体字版、日本語版） 

・タイトル：福井ＭＩＣＥ Ｐｌａｎｎｅｒｓ Ｇｕｉｄｅ 

・内容：ユニークベニュ―、本県らしいおもてなし等を紹介 

・部数：英語版  １，０００部 

繁体字版 １，０００部 

日本語版   ５００部 
 

（４）ＭＩＣＥ誘致のためのイベント出展 

①ナゴヤＭＩＣＥショーケース 

 令和３年１月２８日（木） オンライン開催 

②第３０回国際ＭＩＣＥエキスポ（ＩＭＥ２０２１） 

 令和３年２月２４日（水）～２６日（金） オンライン開催 
 

（５）国内外の関係団体とのネットワーク構築事業 

①コンベンション市町連絡会（県・市町） 

令和２年１０月１４日（水） 開催 

②４都市コンベンションビューロー連携会議（鳥取・浜松・長野・福井） 

令和３年２月１０日（水） オンライン開催 
 

（６）その他の活動 

・コンベンション歓迎支援事業 

ＪＲ鯖江駅構内への歓迎看板の掲示（３月） 

・コンベンション支援物品作成 

 MICE誘致用のノベルティ（越前和紙扇子、越前和紙メモパッド）作成  

・コンベンション管理システム保守・改修 

  開催予定調査や営業活動から収集したコンベンション情報をデータベース化し

た管理システムを改修し、事務の効率化を図った。 



  

Ⅴ 組織運営等 

 １ 定時総会・理事会の開催 

（１）定時総会 

①第１回定時総会 

開 催 日：令和２年６月１８日（木） 

場  所：ザ・グランユアーズフクイ 

審議事項：令和元年度事業報告および収支決算（案）について 

役員の選任について  他 

②第２回定時総会 

開 催 日：令和３年３月２６日（金） 

場 所：ザ・グランユアーズフクイ 

審議事項：令和２年度補正予算（案）について 

          令和３年度事業計画（案）および収支予算（案）について 他 

 

（２）理事会 

①第１回理事会 

開 催 日：令和２年６月２日（火） 

場  所：書面決議 

審議事項：令和元年度事業報告および収支決算（案）について 

役員（理事および監事）候補者の決定について  他 

②第２回理事会 

開 催 日：令和２年６月１８日（木） 

場  所：ザ・グランユアーズフクイ 

審議事項：会長の選定について 

副会長、専務理事の選定について 他 

③第３回理事会 

開 催 日：令和２年１０月２６日（月） 

場 所：書面決議 

審議事項：令和２年度会費について 他 

 

④第４回理事会 

開 催 日：令和３年３月８日（月） 

場 所：書面決議 

審議事項：令和２年度補正予算（案）について 

令和３年度事業計画（案）および収支予算（案）について 他 

 

（３）正副会長会議 

 開 催 日：令和３年２月２６日（金） 

  場 所：福井県観光連盟１０３会議室 

審議事項：令和２年度補正予算（案）について 

          令和３年度事業計画（案）および収支予算（案）について 他 

 

 



  

（４）監事会 

      開 催 日：令和２年５月１３日（水） 

 場  所：福井県宝永分庁舎１０３会議室 

 監査事項：令和元年度事業報告および収支決算（案）について 

 

２ 観光功労者等の表彰 

   多年にわたり観光事業の発展に功績があった者および観光事業に永年従事し、他の模

範となる者を表彰 

    開 催 日 令和２年６月１８日（木） 

    場  所 ザ・グランユアーズフクイ 

    内  容 観光功労者３名、優良観光従事者５名の受賞を報告 

        ※新型コロナウイルス感染症の影響により、被表彰者は出席なし 

 

３ その他活動紹介 

 （１）観光庁の観光地域づくり法人（ＤＭＯ）への正式登録 

     ・登録区分：地域連携ＤＭＯ  ・登録日：令和３年３月３１日 

（２）北陸道楽 

    ネクスコ中日本が発行している「北陸道楽」で福井県の観光地 

や食の情報を発信 

（３）観光資料・写真の貸し出し 

 （４）観光名刺の作成 

 （５）各種団体の会議・大会および各種イベントへの観光資料の提供 

 （６）(公社)日本観光振興協会・中部支部事業参加 

 （７）北陸広域観光推進協議会事業参加 

 （８）北陸観光協会等の事業協力 

（９）県内経済団体との交流提携 

（10）「福井県大河ドラマ誘致推進協議会」への参加 他 

 

 ４ 関係団体の行う事業への負担金支出 

（公社）日本観光振興協会が実施する全国観光振興事業に対する拠出 

   ・魅力ある観光地域づくり事業、観光人材の育成事業、広域観光推進事業、インバ 

ウンド推進事業などの全国観光振興事業に対する拠出 

   ・（公社）日本観光振興協会ＨＰ「全国観るなび」（http://www.nihon-kankou.or.jp） 

による県内観光情報の発信等 

 

 


